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　産経新聞は2023年6月20日に創刊
90周年を迎えました。時代におもねらず
事実に即し「モノを言う新聞」の姿勢を
貫き、連続企業爆破事件の犯人グルー
プ一斉逮捕や北朝鮮による日本人拉致
問題などで、数々の新聞協会賞を受賞。
これからも、自由と民主主義を守り、国益
を第一に考える「正論」路線を大切にし
てまいります。2023年は、東京サンケイ
スポーツ発刊60周年、月刊「正論」創刊
50周年、metropolitana創刊20周年な
ど、産経新聞社が発行する多くの媒体の
節目の年になりました。この節目にあた
り、次の100年に繋がるような新たな価
値を創造し、「共創力」強化を図りなが
ら、さらなる成長を目指します。

産経新聞社メディア営業局の取り組み
産経新聞を主軸に、多様なメディアやテーマで企画・事業を展開中。さまざまなクライアントニーズにお応えします。

最新のニュースを発信。
速さに加えてニュースの
深さも追及した、「ベスト
ワンのニュースサイト」
を目指します。

創刊以来「モノを言う新聞」を標榜し
続ける全国紙。各テーマで時代を先
取りする報道を続けています。

大型食フェスの開催
や情報発信を通して、
日本の魚食推進を図
ります。

「100歳時代」の社
会課題解決を目指し
ます。

寄付された衣類をリ
ユースし、その収益金
でパラスポーツ競技
団体を応援します。

ＤＸをテーマに、職種
や業界に特化した
ウェビナーを定期的に
開催中です。

首都圏で暮らす情報
感度が高いアクティ
ブ女性向けの月刊フ
リーマガジン。

暮らしや環境をよりよく
するモノ・コトを発信し、
持続可能な社会の実
現を目指します。

ソーシャルマスメディ
アNo.1を掲げたオン
ラインコミュニティ。

女性のココロとカラダ
のケアを考え、相互
理解できる社会実現
を目指します。
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産経新聞社メディア営業局が推進する顕彰制度・コンテスト
年間を通じて、さまざまな領域の顕彰・コンテスト事業を行っています。

顕彰制度 コンテスト

都民の消防官 国民の自衛官

食

医療

安全

技術・研究

創作・教育環 境 ビジネス

千葉県の意欲的
な中堅・中小・ベ
ンチャー企業を
表彰します。

「産業の発展と地
球環境との共生」
をめざし、フジサン
ケイグループで創
設しました。

優れた研究開発成果
をあげた理工系学生と
企業の若手研究者、
技術者を支援する表
彰制度です。

地域医療を支え
る優れた医師を
表彰します。

次世代の子ども
たちに残したい
優良な児童書
を表彰します。

東京都民の安全を
守る優秀な警察官
を表彰します。

都民の生命と安全な
生活を守るため、特
に功績のあった消防
官を表彰します。

「国民に感銘を与え
た頼もしい自衛官」
「やさしい自衛官」な
どを表彰します。

高校生パティシエ
No.1を決めるコン
テストです。

福島の特産品を
使ったスイーツ
作りのコンテスト
です。

社会の世相や生
活、夢を反映した
創作漢字を募集し
ます。

「約束」に関す
るエピソードを
募集します。

将来の日台友好に貢献
する人材育成を目的に、
台湾をテーマにしたスピー
チや作文を募集します。
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ふくのわプロジェクト

衣類回収を通じてパラスポーツをサポート

　国内では毎年48万トンの衣類が、家庭から
ごみとして排出されています。「ふくのわ」ではこ
の家庭で不要になった衣類を寄付してもらい、リ
ユース・リサイクル市場につなげ、その収益金で５
つの競技団体を応援しています。
　衣類は宅配キット「おうちでふくのわ」を使って
全国から寄せられるほか、自治体や企業、学校な
どと連携し、東京都内を中心に約20の回収拠点

（一般非公開含む）があります。2016年春にス
タートし、推計10万人以上の協力を得て、リユー
スによって生まれた寄付額は1,200万円以上に
なりました。（2023年6月時点）

一連の活動を報告する特集を定期的に掲載し、「ふくのわプロジェクト」を通じて　
パラスポーツや教育現場に長年貢献をしているスポンサーの企業姿勢を伝えてい
ます。

　2022年、東京都中央区佃中学校で
パラバレー体験会を開催しました。女
子日本代表チーム監督の真野氏らを
講師に迎え、生徒が楽しくはつらつと
パラバレーを楽しむ様子を、産経新聞
の見開き紙面で紹介しました。

　2023年には、東京都内の私立小学
校でパラスイマーとの交流授業を開催
しました。世界大会の金メダリストら選
手を招き、小学3・4年生計約240人が
水泳を通してパラアスリートとの交流を
楽しみました。

「ふくのわ」はSDGｓの理念に賛同し、「4番」「8番」「12番」「13番」
「17番」への貢献を目指しています。

「ふくのわ」はSDGｓの理念に賛同
し、「4番」「8番」「12番」「13番」
「17番」への貢献を目指しています。

「ふくのわプロジェクト」のしくみ

拠点回収（都内ほか）、
郵送、持ち込み

気候や文化に
合わせて出荷

郵送

パラスポーツ
競技団体へ

古着会社

寄付された
衣類

マレーシアの古着会社

世界15カ国で販売

衣類 収益

売
却

収
益

「ふくのわ」はSDGｓの理念に賛同し、「4番」「8番」「12番」「13番」
「17番」への貢献を目指しています。

「ふくのわ」はSDGｓの理念に賛同
し、「4番」「8番」「12番」「13番」
「17番」への貢献を目指しています。

「ふくのわプロジェクト」のしくみ

拠点回収（都内ほか）、
郵送、持ち込み

気候や文化に
合わせて出荷

郵送

パラスポーツ
競技団体へ

古着会社

寄付された
衣類

マレーシアの古着会社

世界15カ国で販売

衣類 収益

売
却

収
益 ●富士紡ホールディングス株式会社

産経新聞朝刊　2022年7月30日付

産経新聞朝刊　2023年8月28日付		

ふくのわプロジェクト
公式HP

「ふくのわ」が応援する5つの競技団体

●一般社団法人日本パラバレーボール協会
●一般社団法人日本パラ水泳連盟
●NPO法人日本パラ・パワーリフティング連盟
●一般社団法人日本障害者カヌー協会
●一般社団法人日本知的障害者水泳連盟

イベント事例

　「ふくのわ」ではパラスポーツの普及活動にも
取り組んでおり、収益金の一部を使って毎年、小
中学校や高校などにパラアスリートを派遣してい
ます。このほか産経新聞の記者や社員がパラス
ポーツの魅力や環境について教育現場で出前
授業を行っています。
　東京都環境局の「持続可能な資源利用に向
けたモデル事業」に2年連続で採択されたほか、
これまで延べ400校以上が「ふくのわ」の活動
に取り組んでいます。
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　高校生が3人1組でお菓子作りのアイデアと技術を競う国内最高峰のスイーツコンテスト。「甲子園」というタイトルのとおり、
中学・高校生の憧れの大会へと成長し、数多くのメディアから注目を集めています。

「スイーツ甲子園」はSDGｓの理念
に賛同し「4番（質の高い教育をみん
なに）」「12番（つくる責任 つかう責
任）」への貢献を目指しています。

　審査員は日本のスイーツ界を索引する有名パ
ティシエが務めます。優勝（文部科学大臣賞）
を目指して、書類審査・実技審査・試食審査と
厳しい審査が行われます。懸命に取り組む高校
生の姿は、スイーツ甲子園の魅力の一つです。

　高校生は、テーマをもとにオリジナルレシ
ピで作品を考えます。高校生たちが作り出
す、独創的で斬新な味の組み合わせやデザ
インはプロ顔負け。その華やかな作品は多く
のメディアに取り上げられています。

　協賛企業は「企業賞」を設定の上、受賞
校とコラボレーションした商品を開発・販
売できます。新聞やWEBメディアを活用し、
事業告知から大会結果、企業コラボなどの
情報発信を行うことで、年間を通して継続
的なプロモーションが可能です。

第15回スイーツ甲子園（2022年度）決勝進出作品

 「スイーツ甲子園 高校生パ
ティシエNo.1決定戦」の姉妹
コンテストとして2023年にス
タート。福島県の特産品を使っ
たスイーツを考案し、多くの人たちにそのおいし
さや魅力を伝えることで、東日本大震災と原
子力災害からの復興に取り組む福島をスイー
ツの力で応援することを目的としています。第
1回は8月末に福島県の「Jヴィレッジ」で開
催しました。最優秀賞を受賞した高校生たち
は、審査員パティシエとともにコラボスイーツ
を開発し、2024年2月開催の「ふくしまスイー
ツフェスティバル」で販売します。

スイーツ甲子園
公式HP

4 12

スイーツ甲子園

高校生パティシエNo.1を決める、国内最高峰のスイーツコンテスト

「スイーツ甲子園	
		ふくしまチャレンジカップ」がスタート！	
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パートナーコミュニティ事例
「はじめて応援コミュニティ
 Supported by 大和コネクト証券」

センターコミュニティ
「きっかけ」トップページ

産経新聞朝刊　2023年8月31日付

　2023年7月、新たにパートナーコミュニティ
「はじめて応援コミュニティSupported by 大
和コネクト証券」が誕生。ライフステージの変化
の中で、よりよい未来を考えながら、お金や投資
にまつわる本音を語り合うコミュニティです。

「きっかけ」は、幅広い年代
の方にご利用いただいていま
すが、中でも20～40代女性
が中心です。

産経ニュース「きっかけ」
特設ページはこちら

※2023年8月末データより

年齢

性別

4.0%

10.0%

13.0%

2.0%

47.0%21.0%

3.0%

男性女性 

10代 40代

50代 60代
20代 30代

70代以上

その他

72.6%

0.1%

27.3%

産経新聞朝刊　2023年8月31日付

「きっかけ」  会員属性

「きっかけ」
トップページ

　2020年8月に誕生した、産経新聞社と、ファ
ンコミュニティ事業トップランナーのクオン社が
共同で運用するオンラインコミュニティ。登録者
数は46,000名を突破し（2023年9月時点）、多
くのパートナーコミュニティが誕生しています。
　特長の一つが、ショッピングモールのようなイ
メージで発展していく点で、ユーザーは“センター
コミュニティ”「きっかけ」を中心にさまざまな会
話やキャンペーンを楽しみながら、テナントにあ
たるクライアントの“パートナーコミュニティ”に
も自由に参加・回遊しています。
　「きっかけ」は、ユーザーがコミュニケーショ
ンを交わす中から生まれた声をニュースとして捉
え、社会性を加えて発信する“ソーシャルマスメ
ディア”No.1を運営コンセプトに掲げています。 「きっかけ」から生まれた声を記者と専門家が分析し、

ニュース記事として発信する「きっかけ面」を毎月掲載中です。

注目プロジェクト 産経ニュースきっかけ 産経新聞 metropolitana

コミュニティから生まれた
会話を分析し、ニュース性と
社会性をプラスして発信！

きっかけ

ソーシャルマスメディアNo.1を掲げたオンラインコミュニティ
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コミュニティの
データ分析結果を
もとに新聞広告原
稿を作成・掲載

データ分析結果を活用した新聞広告（産経新聞朝刊 2022年6月29日付）

ブラジャー、
どうやって
選んでますか？

「〇〇だったら
いいな」
みんなで話そう！
下着のお悩み

インサイトを活用
パートナーコミュニティ運用 （生声やインサイトを）

産経グループ媒体で
コンテンツとして発信

ファン育成
データ蓄積、分析

WEBニュース、新聞記事、
新聞広告スポンサードコンテンツ、
イベントの企画・実施
（リアル・オフライン）

「ファン育成×ニュース発信」で
パートナーが目指す世界を

サポートします

関心を持った
生活者が参加

新聞広告掲載後、
ECサイトアクセスは
約10倍！
月間売上は

過去最高を達成！

　パートナーコミュニティ「B.V.D.涼ブラコミュニ
ティ」のデータ分析によると、「涼ブラ」のPR時に
は①機能性だけでなく、利用シーンも併せて紹介
すること、②世代ごとに異なる悩みに応じた訴求
の２点が有効であることが明らかになりました。
この２点を反映した新聞広告を作成・掲載したと
ころ、掲載当日から商品の問い合わせや購入の電
話が鳴りやまず、ECサイトへのアクセスが約10
倍、商品売上が過去最高になるなど大きな反響が
あり、クライアントから高い評価を得ました。

株式会社フジボウアパレル

各コミュニティのコメントを分析し
たデータを効果的に使い、産経グ
ループ媒体の発信力＆拡散力をか
け合わせた情報発信が可能です。

その他の事例については、産経新聞社メディア営業局ポータルサイト「産経メディアラボ」をご覧ください。

注目プロジェクト 産経ニュースきっかけ 産経新聞 metropolitana

「きっかけ」
トップページ

きっかけ 活用事例

データマイニング結果を反映した新聞広告が高反響

コミュニティデータ活用事例


